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授業時数の確保の取組及び複式学級に
おける研究実践
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● 学級規模別にみた県下の学校

南北６００キロの教育

県内小・中学校等の約３割が離島

県内小学校等の約４５％に複式学級

諏訪之瀬島

学級数 １から２ ３～５ ６～11 12～18 19～30 31～52 計

小学校 13 192 166 67 53 13 504

中学校 30 79 62 32 16 0 219

義務教育学校 0 0 2 0 0 0 2

平成30年５月１日現在

１ 鹿児島県の教育の現状
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１ 鹿児島県の教育の現状

● 教育課程全体の見直しにより，
各学校の教育課題の解決に努め
る。

● 主体的に考え，判断し，活用で
きる力の育成を目指した工夫ある
授業改善に努める。

● 授業は半日単位で，月１回程度
（原則第２土曜日）とし，教育課
程に位置付ける。

● ４３全市町村で実施している。

土曜授業の実施
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２ 調査研究の概要

(1) 授業時数を確保する研究実践

(2) 複式学級における研究実践

・ １５分の短時間学習の活用
・ １５分＋４５分の６０分授業の試行と分析
・ 週単位時間の増加（月曜日の６校時）
・ 土曜授業を含めた年間指導計画の見直しによる
時数確保

・ 「学年別指導」と，Ａ・Ｂ年度による「同単元
指導」を基本とした指導計画作成と試行

・ 短時間学習の実施とよりよい運用の模索
・ ＡＬＴ・地域人材やＩＣＴの活用，小小連携，
小中連携等による複式指導の課題解決 4



① 南さつま市立万世小学校（７学級）

② 鹿屋市立鹿屋小学校（１９学級）

③ 鹿屋市立東原小学校（８学級）

２ 調査研究の概要

(3) 調査研究校について

・ 単式学級のみ
・ 主に時数の取り
方とその運用に関
する調査研究

④ 南さつま市立小湊小学校（４学級）

⑤ 肝付町立宮富小学校（４学級）

・ 複式学級
・ 主に複式学級に
おける指導の在り
方に関する調査研
究
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※ どの学校も土曜授業を含めた教育課程全体の見直

しを行った上で，15分の短時間学習の活用及び週単

位時間数の増加等の工夫により時数を確保

※ 第３・４学年の外国語活動については，全て45分

授業で35コマを確保

※ 第５・６学年の外国語については，短時間学習と

週単位時間数増加等の複数を組み合わせて＋35コマ

を確保

３ 調査研究の内容

(1) 授業時数を確保する研究実践
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低・中学年（従来通り） ５・６年（平成 30 年度から） 

8:15～ 8:20 出席確認・健康観察  8:15～ 8:20 出席確認・健康観察 

 8:20～ 8:30 朝読書（職朝等）  8:20～ 8:30 朝読書（職朝等） 

 8:30～ 8:40 チャレンジタイム  8:30～ 8:45 モジュール学習 

 8:40～ 8:50 朝の会  8:45～ 8:50 朝の会 

 8:50～ 9:35 1 校時  8:50～ 9:35 1 校時 

 

事例１【南さつま市立万世小学校】

● ５・６年生は朝の活動の時
間（国語や算数の補充学習）
を活用して15分のモジュール
学習を実施

● 原則週に２回（火・木）
● 年間30回行い10コマを確保

３ 調査研究の内容

既存の外国語活動の時数 35時間

学校行事の精選 10時間

予備時数から 15時間

モジュール（15分×30回） 10時間

計 70時間

(1) 授業時数を確保する研究実践
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３ 調査研究の内容

● 月曜日の６校時に授業を実
施

● 月曜は朝と業間の活動，掃
除の時間をカットし，従来と
同じ時間に職員会議・職員研
修を実施

● ２校時と３校時の業間に12
回（４コマ）のモジュール学
習を実施

既存の外国語活動の時数 35時間

月曜６校時の新設 31時間

モジュール（15分×12回） ４時間

計 70時間

(1) 授業時数を確保する研究実践

事例２【南さつま市立小湊小学校】
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● 週２回，国語科で15分の

短時間学習実施により，３

週間で２コマ確保

【第３・４学年】

【第５・６学年】

● 朝の活動の時間に,15分の
短時間学習を30回実施し,10
コマ確保

● 原則週２回，水・金に実
施

３ 調査研究の内容

事例３ 【鹿屋市立鹿屋小学校・東原小学校】

(1) 授業時数を確保する研究実践
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○ 朝の15分短時間学習に続けて１校時の授業を試験的に数回
実施

15分＋45分の60分授業

＜課題＞
「児童の集中力が続かない。」などの意見があり，発表の場

やＡＬＴや他学級等との交流活動など，60分授業が有効活用で
きる学習内容について精査していく必要がある。

３ 調査研究の内容

(1) 授業時数を確保する研究実践

事例３ 【鹿屋市立鹿屋小学校・東原小学校】
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○ 英語に触れる機会が増えたことにより，自信をもって英

語を使うようになった。

○ 英語での活動が楽しいと答えたり，授業外でも英語でや

り取りを試みたりする児童の姿が見られるようになった。

○ 文字への抵抗感が少なくなり，定着が図られてきた。

３ 調査研究の内容

(1) 授業時数を確保する研究実践

15分短時間学習実施の成果と課題

成果
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（鹿屋小６年生）

３ 調査研究の内容

成果

15分短時間学習実施の成果と課題

(1) 授業時数を確保する研究実践
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３ 調査研究の内容

課題

● 短時間で児童が集中でき，目標を達成することができる

ようにするための活動を工夫し，単元の指導の流れに組み

込むことが必要

● 15分の短時間学習でできる内容については，活動内容が限

定されるため，45分授業と関連付けながら順序よく運用し

ていくことが困難

(1) 授業時数を確保する研究実践

15分短時間学習実施の成果と課題
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45分の外国語授業枠を週２回

位置付ける。短時間学習を週３

回（朝２回，５校時前に１回）

位置付け，授業の進捗状況等に

応じて国語，算数，外国語を選

択して実施できるようにする。

月 火 水 木 金

朝活動 読書 国･算･外 国･算･外 読書

1

2 国･算･外

3

4

短時間 国･算･外

5 外国語

6

３ 調査研究の内容

(1) 授業時数を確保する研究実践

課題解決のために

15分短時間学習実施の成果と課題
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※ 複式学級を有する調査研究校２校において，次

の二つの方向性から調査研究を実施

① （南さつま市立小湊小学校）
１，２年生担任等の協力による単式指導を

基本とし，２学年が合同で活動できる複式指
導も取り入れた指導計画の作成

② （肝付町立宮富小学校）
Ａ・Ｂ年度方式の複式指導を基本とし，学年

毎の目標が設定された繰り返し単元も位置付け
られた指導計画の作成

３ 調査研究の内容

(2) 複式学級における研究実践
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３・４年担任
＋

１年担任

○ ３・４年生の外国語活動，５・６年生の外国
語ともに，１，２年生下校後の月曜の６校時に
設定

第３・４学年

５・６年担任
＋

２年担任

第５・６学年

３ 調査研究の内容

(2) 複式学級における研究実践

① 単式指導を基本とした指導計画（南さつま市立小湊小学校）
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第５学年

I want to go to 
Italy.

第６学年

What do you want to 
watch?

【合同で】
※ want to～
を使ったゲー
ム

※ 観戦計画や
おすすめの国
紹介の発表

※ ５・６年生の短時間学習は，基本的には５年生に合わせる。

○ 合同で行える15分の活動
・ 練習→発表→感想･評価などの流れで行う60分授業
・ 部分的に２学年が合同で活動

３ 調査研究の内容

(2) 複式学級における研究実践
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小学校英語に対応した教育課程
編成の在り方に関する調査研究

成果と課題

【 鹿児島県 肝 付 町 】

令和元年８月５日(月)

肝付町立宮富小学校

アクティブ・ラーニング＆カリキュラム・マネジメントサミット２０１９

18



１ 鹿児島県肝属郡肝付町の概要
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１ 肝付町の学校

イプシロン ４号機
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２ 宮富小学校の概要
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中学年の外国語活動，高学年の外国語科が導入さ
れることに伴い，３年生から６年生までの学年の
授業時数が各35単位時間増加することを踏まえ，
時間割編成を検討する。

少人数での効果的な指導をするためのよりよい授
業時数の確保と効果的な時間割編成を模索する。

３ 調査研究の概要
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３ 調査研究の概要
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４ 調査研究の内容 教育課程編成について
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４ 調査研究の内容 教育課程編成について
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４ 調査研究の内容 教育課程編成について
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４ 調査研究の内容 教育課程編成について
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４ 調査研究の内容 教育課程編成について
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短時間学習
を位置付け
なくても，
３・４年生
35時間，
５・６年生
70時間での
外国語学習
が可能に。

４ 調査研究の内容 教育課程編成について
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４ 調査研究の内容 教育課程編成について
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４ 調査研究の内容 教育課程編成について
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② 基本的な考え方
≪同単元同内容のよさ≫
・ 共通な学習活動
・ 共通な素材
・ 学年のまとまり，
連帯感

・ 上学年を手本
・ 集中した学習
・ 個に応じた指導

４ 調査研究の内容 教育課程編成について
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４ 調査研究の内容 教育課程編成について
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④ 指導計画作成の留意点
◎ １・２年生の英会話
学習（創意）の内容を
３・４年生の１学期の
学習内容と重なるよう
単元を構成する。

◎ 複式学級上学年は，
前年度とは違う関わり
方を設定する。

４ 調査研究の内容 教育課程編成について
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５ 調査研究の内容 外国語活動・外国語科の指導について
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５ 調査研究の内容 外国語活動・外国語科の指導について
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５ 調査研究の内容 外国語活動・外国語科の指導について
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５ 調査研究の内容 外国語活動・外国語科の指導について

38



５ 調査研究の内容 外国語活動・外国語科の指導について
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５ 調査研究の内容 外国語活動・外国語科の指導について
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単
元
配
列
や
内
容
等
の
課
題
記
入
欄

学
年
別
目
標
の
設
定

６ 指導計画について
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７ 成果と課題について
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７ 成果と課題について
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７ 成果と課題について
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〈３・４年生〉 〈５・６年生〉
◇ 外国語（英語）の授業でどんな活動が楽しいか（多い順に）。

① Activity ① Activity

② Let’s Watch and Think ② Jingle

◇ 外国語（英語）の授業時数が増えたがどうか（多い順に）。

① 英語が好きになった。 ① 英語を話せるようになりうれしい。

② 英語が分かるようになり楽しい。 ② 英語が好きになった。

③ 難しい英語が出てきて大変だけど ③ 英語が分かるようになり楽しい。

がんばっている。

◇ 相手の学年のよいところはどこか（主な意見）。

○ インタビューでペラペラ話せる。 ○ 英語を覚えるのが早い。

○ 英語がうまい。 ○ 教えてくれる。

○ 教えてくれる。 ○ たくさんの英語を使える。

７ 成果と課題について
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７ 成果と課題について
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○ 外国語の授業を生み出すための取組を通して，各

学校における児童の実態の捉え直し，教育課程全般

の見直しがよく図られていた。

○ 教員の協力体制，結束力がより高まっている様子

がうかがえる。

○ 児童が自信をもち，楽しんで英語を使う姿が多く

報告された。

４ 調査研究の成果と課題＜全体を通して＞

成果
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● 研究内容の効果を測るための検証記録を取り，改

善に生かしていく必要がある。

● 複式学級における指導は，個の成長に即した指導

に努め，コミュニケーションを豊かにするための方

法（人材やＩＣＴの活用等）を模索する必要がある。

● 教員の研修の充実を図るとともに，持続可能なよ

りよい方法の研究に努める。

課題

４ 調査研究の成果と課題＜全体を通して＞
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